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法医学では『死者からのメッセージ』としていわゆる5

偶のW、1個のHについて調べている。

とりわけ、Who（誰、誰のもの）を調べることになる個

人識別は最重要なテーマの一つである。

この個人識別をおこなうためには骨格標本を作製する必

要がある。即ち軟部組織を取り除き、素手で持って検査が

できる骨の標本を作るわけである。これを「骨を晒す」と

言う。実務的に衛生的で骨質のしっかりした標本が必要と

When　　いつ

Where　どこで

Who　　誰が

What　　何を

How　　どのように

Why　　何故

なる。

今回は従来の骨格標本の作製方法の利点及び欠点を示した後に我々が行っている方法

を紹介し、作成した骨格標本の寒鮒l勺応用を示したい。

従来の骨晒放としては主に以下の方法が挙げられる。

ぐ£）煮沸による除肉槙

②　水中浸潰、土中埋没法

③　虫等による蛋食法

④　バクテリアによる分解法

このうち①煮沸による除肉法は、特別な設備がいらない、経費がかからないことが長

所としてある。一方短所として熱による変形、劣化、労力がかかることなどがある0

②の水中浸碑、土中埋没法は放置して軟部組織を腐らせる方法である。長所としては

簡単で手間がかからないこと、骨質の劣化がないことがあげられる。一方短所として、

地中に入れて置くと骨が着色してしまうことや時間がかかること、又管理するスペース

が必要なこと、更に非衛生的で悪臭が発生することが挙げられる0

③の虫等による蛋食法は、文字どおり虫に軟部組織．を食べさせる方法である。長所と

しては期間が短いこと、骨質の劣イヒがないことが挙げられる。短所としては悪臭発生、管

理スペースの必要性、虫の発生、飛散等がある。姐の中に手を入れるのはなかなか精神

的に耐え難いものがある。

④のバクテリアによる分解法は、長所として期間が短く骨質の劣化がないこと、短所

としては菌の管理が困覿なこと、経験の必要性、経費のかかることが挙げられる0
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骨の摘出
従来の骨晒故に対し､ 当教室で は蛋白分解酵素

と月旨肪分解酵素を使 っ た方法を行 っ て いる｡ こ の

方 法は長所として衛生的で期間が短く､ 仕上がり

が騎麗な こ とが挙げられる. 一 方短所として は経

費が かかること､ 酵素を効かせすぎると骨質がや

や もろくなる こ とが挙げられる ｡ 右に本法 の手順

の 概略を図示する｡

骨 の摘出の際に は極力軟部組織を除去し､ バ ケ

ツ に 入 れ蛋白酵素を作用させる ｡ こ の際バ ケツを

密 封 し3 7 ℃ の恒温層に沈め約1 カ月反応させる｡

次 に 脂質分解酵素に変えて 同様に約1 カ月置く｡

バ ケ ツ を密封するこ とによ っ て悪臭の 発生を抑え

られるようにな っ た｡ 最後に ア ル コ ー ルで 脱月旨を

行 うが ､ 脱脂 しすぎると骨が本来の密度を失い ､

脆 く なる の で細心 の 注意が必要で ある｡ 晒しすぎ

た 白 い骨は見かけ上きれい だが ､ 形態がし っ かり

保 存された丈夫な骨の方が必要とされる ｡

i
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幸乞燥

骨を適当な大 きさ に切り出す

軟部組織を可能な限り除去する
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手順

最後に完成した骨標本の 法医学における応用状況に つ い て簡単に説明する ｡

頭 蓋骨は年齢推定 ､ 性別判定､ 歯科学的検査及び

ス
ー パ ー

イ ン ポ
ー ズ等に用 い られる ｡ 骨盤 は性

別 判定､ 年齢推定などに用 い られる ｡ 長管骨と呼

ば れ る手足などの長 い 骨か らは身長推定が出来

る ｡ また恥骨結合からは年齢推定が行われる ｡

法 医学で は骨標本をこう い っ た個人識別に用

い る だけで なく ､ 損傷した部位の保管の目的で

作 成 す る こ ともある(骨折の 形状 などか ら外部か

ら加わ っ た力 の 方向が推定で きる こ とがある) 0

又 研 究 ､ 教育用として の標本作成も必要である ｡

当 教室 で は恥骨に よる年齢推定の研究を行 っ

て い る ｡ 恥骨結合面は若年者では横方向に走る

隆起が見られるが(右図) ､ 加齢に伴い この隆起は

消 失 して い く ｡ そ の ため身元不明死体の年齢推

定 に は大変有効である ｡ 当教室で はこれまで年

代 ごと に多くの恥骨結合の骨標本を採取 し基礎

デ
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夕 の 収集に努めて い るo

-
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( M a ck e r n & St e w a rt ,1 9 5 7)

上段左より下段右側に向かい加齢による恥骨断面

の形態変化が見られ る




